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公
契
約
運
動
に
お
け
る
基
礎
情
報
・
デ
ー
タ
の
整
理
と
い
う
課
題

―
― 

野
田
市
公
契
約
条
例
二
〇
一
七
年
調
査
の
結
果
に
基
づ
き

川　

村　

雅　

則

１
．
本
稿
の
目
的
と
問
題
意
識

　

今
、
労
働
組
合
の
多
く
が
公
契
約
条
例
の
制
定
や
入
札

制
度
の
改
革
を
方
針
に
掲
げ
て
い
る（
図
表
１
）。し
か
し
、

こ
う
し
た
方
針
の
前
提
で
あ
る
現
状
の
把
握
、す
な
わ
ち
、

低
価
格
発
注
に
よ
る
事
業
受
託
者
や
そ
こ
で
働
く
者
の
窮

状
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
も
そ
も
、
工
事
や
委
託
事
業

は
ど
の
程
度
の
規
模
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
予
定
価

格
・
人
件
費
の
積
算
で
は
い
か
な
る
賃
金
算
出
根
拠
が
使

わ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
把
握
や
組
織
内
で
の
共
有
は
十
分

だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、「
野
田
市
公
契
約
条
例
」（
平
成
二
一
年
九

月
三
〇
日
野
田
市
条
例
第
二
五
号
）
の
運
用
、
経
験
、
実

績
な
ど
を
紹
介
す
る（

１
）。
全
国
初
の
制
定
と
な
っ
た
野
田
市

の
公
契
約
条
例
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
少
な
く
な

い
。
そ
の
な
か
で
の
本
稿
の
特
徴
は
、
上
記
の
具
体
的
な

情
報
・
デ
ー
タ
の
提
示
で
あ
る
。
行
政
が
保
有
す
る
情
報
・

デ
ー
タ
を
含
む
現
状
の
把
握
・
整
理
は
、
公
契
約
条
例
の

制
定
を
軸
と
す
る
公
契
約
の
適
正
化
運
動
（
以
下
、
公
契

約
運
動
）
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
的
か
つ
重
要
な

作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
野
田
市
の
そ
れ
を
本
稿
で
紹
介

す
る
こ
と
で
、
本
誌
読
者
の
自
治
体
職
員
・
労
働
組
合
な

ら
び
に
議
員
（
以
下
、
自
治
体
関
係
者
）
が
自
ら
の
マ
チ

の
現
状
把
握
・
検
証
作
業
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
述
べ
る
と
、
野
田
市
自
身
が
少
な

か
ら
ぬ
課
題
を
自
覚
し
て
い
る
と
お
り
、
本
稿
も
ま
た
、

同
市
の
公
契
約
条
例
を
手
放
し
で
賞
賛
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
だ
し
、実
現
可
能
な
範
囲
で
条
例
を
制
定
し
、

具
体
的
な
事
実
・
根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
き
な
が

ら
関
係
者
の
鋭
意
努
力
に
よ
っ
て
漸
進
的
な
改
善
を
積
み

重
ね
る
野
田
市
の
姿
勢
に
は
学
ぶ
も
の
は
多
く
、
ま
た
、

く
り
返
し
に
な
る
が
、
同
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
各
種
の

デ
ー
タ
は
、
条
例
制
定
を
目
指
す
自
治
体
が
揃
え
る
べ
き

基
礎
デ
ー
タ
の
参
考
に
な
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
公
契
約

運
動
に
着
手
す
べ
き
理
由
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

　

⑴　

世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
づ
く
り
か
、

　
　

暮
ら
し
続
け
働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
か

　

都
市
部
で
あ
っ
て
も
地
方
部
で
あ
っ
て
も
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
公
務
労
働
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
日
で
は
、

正
規
の
公
務
員
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
代
わ
り
に
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
や
民
間
労
働
者
が
そ
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
。

担
い
手
の
こ
う
し
た
「
多
様
化
」
は
、「
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
彼
ら
の

雇
用
・
労
働
条
件
を
掘
り
崩
し
て
、
な
し
崩
し
的
に
進
ん

で
い
る
。
本
来
、
公
務
分
野
に
お
け
る
雇
用
は
、
民
間
に

と
っ
て
の
規
範
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
民
間
に
比

べ
て
も
法
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
非
正
規
化
（
劣
化
）
す

る
公
務
労
働
の
条
件
整
備
、規
範
性
の
回
復
が
急
が
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
そ
の
作
業
は
容
易
で
は
な
い
。
政
府
の
掲

げ
る
、世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
づ
く
り
は
、

橋
本
政
権
や
小
泉
政
権
か
ら
脈
々
と
続
く
、
い
わ
ゆ
る
新

自
由
主
義
・
構
造
改
革
路
線
（「
官
か
ら
民
へ
」、「
官
製

市
場
改
革
」）
を
基
調
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
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た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
全
国
の
自
治
体
は
改
革
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
競
わ
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

公
契
約
運
動
は
そ
う
し
た
上
か
ら
の
改
革
要
請
・
圧
力

に
対
し
て
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
歯
止
め
を
か
け
る
も
の
で

あ
る
。
と
り
わ
け
理
念
型
に
と
ど
ま
ら
ぬ
賃
金
条
項
付
き

の
公
契
約
条
例
は
、
野
放
図
な
低
価
格
発
注
か
ら
適
正
価

格
で
の
発
注
へ
の
転
換
を
実
現
し
、
も
っ
て
、
受
託
事
業

者
の
経
営
や
そ
こ
で
働
く
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
、

技
能
労
働
者
の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
確
保
の
道
を
切
り
開
く
。

　

中
小
企
業
や
地
域
経
済
を
軽
視
し
て
進
む
、
世
界
で
一

番
企
業
が
活
躍
で
き
る
国
づ
く
り
か
、
暮
ら
し
続
け
働
き

続
け
ら
れ
る
地
域
の
経
済
・
産
業
づ
く
り
か
、
と
い
う
対

立
軸
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

⑵　

自
治
体
は
、
行
財
政
改
革
の
執
行
者
か
、
住
民
福

　
　

祉
の
増
進
の
体
現
者
か

　

と
は
い
え
、
上
記
の
こ
と
か
ら
示
唆
さ
れ
る
と
お
り
、

自
治
体
自
身
が
今
、
増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
の

一
方
で
限
ら
れ
た
財
政
と
い
う
制
約
の
も
と
で
、
公
務
労

働
の
非
正
規
化
（
低
賃
金
労
働
市
場
の
形
成
）
に
荷
担
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
積
極
的
、
意
識
的
に

改
革
を
進
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
れ
ば
、「
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
」
を
隠
れ
蓑
に
し
て
改
革
を
正
当
化
し
て

い
る
自
治
体
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

職
員
数
が
削
減
さ
れ
現
場
が
疲
弊
す
る
な
か
で
、
自
治

体
職
員
が
、
住
民
福
祉
の
増
進
の
体
現
者
で
は
な
く
、
行

財
政
改
革
の
推
進
者
・
執
行
者
と
な
っ
て
、
住
民
と
対
峙

す
る
状
況
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
行
政

の
監
視
役
を
期
待
さ
れ
て
い
る
一
方
の
議
会
・
議
員
に
つ

い
て
も
、
総
じ
て
言
え
ば
、
十
分
な
検
証
な
く
行
財
政
改

革
を
追
認
し
、
そ
の
存
在
感
は
薄
い
。

　

公
契
約
の
適
正
化
へ
の
着
手
が
こ
う
し
た
姿
勢
の
転
換

を
決
意
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
野
田
市
の
公
契
約
条
例
の
「
前
文
」
―
―
「
本
市

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
〔
野
放
図
な
競
争
入
札
・
低
価
格

受
注
で
受
託
者
や
労
働
者
に
し
わ
寄
せ
が
生
じ
て
い
る
状

況
―
―
引
用
者
〕
を
た
だ
見
過
ご
す
こ
と
な
く
先
導
的
に

こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
地
方
公
共
団
体

の
締
結
す
る
契
約
が
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

貢
献
し
た
い
と
思
う
」、「
こ
の
決
意
の
も
と
に
、
公
契
約

に
係
る
業
務
の
質
の
確
保
及
び
公
契
約
の
社
会
的
な
価
値

の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
」
―
―
を

み
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

　

現
状
の
把
握
作
業
が
、
公
務
労
働
の
あ
り
方
や
、
議
会

や
行
政
機
構
を
下
か
ら
見
直
す
契
機
に
も
な
り
得
る
と
考

え
る
。

２
．
野
田
市
公
契
約
条
例
の
運
用
と
経
験
・
実
績

　

⑴　

野
田
市
公
契
約
条
例
に
み
る
漸
進
的
な
改
革

　

図
表
２
は
、
野
田
市
公
契
約
条
例
の
構
成
で
あ
る
。
公

契
約
条
例
の
制
度
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
条
例

が
適
用
さ
れ
る
事
業
や
労
働
者
の
範
囲
（
ど
こ
ま
で
の
事

公
務
の
縮
小
と
営
利
化
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
構
造
改
革

に
よ
る
ひ
ず
み
と
国
民
か
ら
の
批
判
で
進
捗
の
速
度
に
緩

み
も
一
時
み
ら
れ
た
も
の
の
、近
年
で
は
、い
わ
ゆ
る
「
骨

太
方
針
２
０
１
５
」
に
書
か
れ
た
、
社
会
保
障
を
は
じ

め
と
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
や
そ
れ
を
促
進
す
る

＜図表１＞　労働組合の掲げる公契約条例の制定・入札改革の方針

①　公共サービスの質の確保と公正労働基準を確保するため、公契約条例（社会的価値を実現するた

めの自治体契約のあり方に関する基本条例）を制定します。公契約条例の制定をめざすため、現在

の各自治体における入札・契約内容について再度点検し、適正な運用となるよう求めます。

②　委託事業者の選定にあたっては、価格のみの競争入札とせず、社会的価値（公正労働、福祉・環

境・人権・男女平等）に配慮した落札者決定の基準を定めます。労働基準法など法令違反のある事

業者は入札参加資格審査で排除します。

③　ダンピングの防止と委託先労働者の公正労働を確保するため、すべての入札において、「最低制

限価格制度」「低入札価格調査制度」を適用し、適正な事業者を選定します。

④　労働基準法や最低賃金法などの労働法規を遵守し、労働者に対して生活できる賃金を保障するた

め、自治体当局に対して、「労務監査」の実施を求めます。

⑤　入札参加資格において、就業規則の制定などの労働基準法・最低賃金法・男女雇用機会均等法に

関わる勧告・公表、障害者法定雇用未達成に関わる勧告、不当労働行為に関わる救済命令、労働保

険への未加入などの法令違反の実態について審査を行います。

⑥　公共サービス水準の確保、適正な委託事業者を選定する観点から、予定価格について、積算根拠

の明確化をはかるとともに、公共工事設計労務単価や建築保全業務労務単価などを参考に市場価格

の適切な反映を求めます。

出所 ：全日本自治団体労働組合 （2015） p26 より。



22北海道自治研究 ２０１８年５月（Ｎo.592）

業
や
労
働
者
を
対
象
と
す
る
の
か
）、
②
支
払
い
を
義
務

づ
け
る
最
低
限
の
賃
金
額
と
そ
の
決
定
方
法
（
ど
う
い
う

基
準
で
、
い
く
ら
の
賃
金
を
保
障
す
る
の
か
、
ま
た
そ

れ
を
ど
こ
で
誰
が
決
め
る
の
か
）、
③
労
働
者
へ
の
周
知

方
法
や
支
払
い
賃
金
の
確
認
方
法
あ
る
い
は
是
正
措
置
な

＜図表２＞　野田市公契約条例の構成

＜図表３＞　対象契約件数の推移
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示
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
度
に
は
二
八
件
だ
っ
た
条

例
対
象
の
契
約
件
数
は
一
〇
〇
件
に
ま
で
増
大
し
、
同
じ

期
間
の
対
象
労
働
者
数
は
四
八
五
人
か
ら
一
九
五
九
人
に

ま
で
増
大
し
て
い
る
。
そ
れ
を
予
算
規
模
で
み
る
と
、
市

発
注
分
に
限
っ
て
も
、二
〇
一
〇
年
度
に
は
六
・
五
％
だ
っ

た
市
総
予
算
額
に
占
め
る
割
合
が
、
二
〇
一
六
年
度
に
は

一
四
・
五
％
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
条
例
改
正
に
よ
る

適
用
範
囲
・
対
象
の
拡
大
の
ほ
か
、
後
述
の
賃
金
最
低
額

の
上
昇
な
ど
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　

対
象
範
囲
の
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
雇
用
安

定
を
図
る
た
め
に
、
事
業
者
が
変
わ
っ
て
も
労
働
者
の
継

続
雇
用
に
関
す
る
努
力
義
務
を
課
し
た
り
、
下
請
業
者
へ

の
適
正
な
支
払
い
・
公
正
な
契
約
を
促
す
規
定
の
追
加
を
、

早
々
の
条
例
改
正
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）
で
行
う
な
ど
し

て
い
る
。

　

⑵　

賃
金
等
の
最
低
額
と
、
そ
の
算
出
根
拠

　

条
例
で
支
払
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
賃
金
の
最
低
額

は
、条
例
第
六
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
図
表
６
～
８
は
、

野
田
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
工
事
、
業
務
委
託
契
約
、
指
定

管
理
協
定
そ
れ
ぞ
れ
で
使
わ
れ
て
い
る
賃
金
算
出
根
拠
と

賃
金
最
低
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
工
事
で
は
、
全
国
同
様
に
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
が
使
わ
れ
（
野
田
市
の
場
合
に
は
千
葉
県
の
そ

れ
）、
現
在
は
そ
の
八
五
％
の
金
額
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
当
初
は
八
〇
％
だ
っ
た
の
が
、
支
払
い
実
績
に
基

づ
き
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
結
果
、
表
に
示
し
た
主
要
一
二

職
種
の
う
ち
の
最
も
低
い
交
通
誘
導
員
Ｂ
で
も
時
給
額
は

ど
、
条
例
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
各
種
の
仕
組
み

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

野
田
市
も
こ
う
し
た
諸
点
に
つ
い
て
改
正
を
積
み
重
ね

て
―
―
具
体
的
に
は
、適
用
対
象
の
範
囲
を
よ
り
拡
大
し
、

賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
、
加
え
て
、
政
策
効
果
を
あ
げ
つ

つ
事
務
負
担
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
を
積
み
重
ね
て
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

順
に
み
て
い
く
と
、
野
田
市

公
契
約
条
例
の
現
在
の
適
用
範

囲
は
（
第
四
条
）、
工
事
で
あ

れ
ば
予
定
価
格
四
〇
〇
〇
万
円

以
上
の
契
約
、
業
務
委
託
契
約

で
あ
れ
ば
一
〇
〇
〇
万
円
以
上

の
契
約
で
市
長
が
別
に
定
め
る

も
の
、
加
え
て
、
全
て
の
指
定

管
理
協
定
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

工
事
は
当
初
、
予
定
価
格
一
億

円
以
上
が
対
象
だ
っ
た
の
が
、

二
〇
一
二
年
度
か
ら
五
〇
〇
〇

万
円
以
上
に
、
さ
ら
に
、
二
〇

一
五
年
度
以
降
は
現
行
の
四
〇

〇
〇
万
円
以
上
に
拡
大
さ
れ
て

い
る
。
指
定
管
理
協
定
が
条
例

の
直
接
適
用
に
な
っ
た
の
は
二

〇
一
二
年
一
〇
月
の
条
例
改
正

に
よ
る
。

　

野
田
市
か
ら
の
提
供
資
料
に

よ
っ
て
ま
と
め
た
図
表
３
～
５

に
、
こ
う
し
た
成
果
・
推
移
が

＜図表４＞　公契約条例の対象となる労働者数の推移

＜図表５＞　公契約条例の対象となる契約の総予算額の推移とその額が野田市の総予算額に占める割合の推移
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員
の
賃
金
単
価
」、「
市
調
理
員
初
任
給
を
勘

案
」
と
い
う
三
項
目
が
勘
案
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
協
定
で
は
、
市
の
職
員
の
初
任

給
（
一
般
行
政
職
（
初
級
）、
看
護
師
・
栄

養
士
・
保
育
士
な
ど
の
医
療
職
・
福
祉
職
、

労
務
職
の
初
任
給
）
や
、
市
の
臨
時
職
員
の

賃
金
単
価
が
使
わ
れ
て
い
る（

２
）。

　

こ
こ
で
強
調
し
、
自
治
体
関
係
者
に
期
待

し
た
い
重
要
作
業
が
、
職
種
ご
と
の
、
賃
金

の
算
出
根
拠
と
具
体
的
な
賃
金
額
（
以
下
、

賃
金
デ
ー
タ
）
の
整
理
で
あ
る
。

　

公
契
約
条
例
の
制
定
と
は
関
係
な
く
、
現

在
自
治
体
に
お
け
る
工
事
や
業
務
の
発
注
に

際
し
て
は
、
事
業
を
担
当
す
る
課
（
原
課
）

が
、
何
ら
か
の
根
拠
に
基
づ
き
賃
金
を
職
種

ご
と
に
算
出
し
、
そ
の
他
の
資
材
や
間
接
経

費
な
ど
と
あ
わ
せ
て
予
定
価
格
を
設
定
し
て

い
る
。
国
が
定
め
た
単
価
（
工
事
で
あ
れ
ば

設
計
労
務
単
価
、
庁
舎
清
掃
や
警
備
で
あ
れ

ば
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
）
が
使
わ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
市
職
員
の
賃
金
単

価
（
初
任
給
も
あ
れ
ば
同
じ
職
種
の
賃
金
あ

る
い
は
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
賃
金
単
価
）

が
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
の
算
出
根
拠
が
公
共
民
間
労
働
者
の

支
払
い
賃
金
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
の
現

場
で
の
自
覚
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
よ

一
二
三
三
円
の
支
払
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
業
務
委
託
や
指
定
管
理
協
定
の
場
合
に
は
、

建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
や
野
田
市
職
員
（
臨
時
・
非
常

勤
職
員
を
含
む
）
の
給
与
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

業
務
委
託
契
約
で
は
、「
不
燃
物
処
理
施
設
運
転
管
理

業
務
」
で
働
く
「
手
選
別
作
業
員
（
障
が
い
者
等
）」
に

は
野
田
市
の
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
賃
）
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
除
く
最
も
低
い
賃
金
最
低
額
は
、
清
掃
業

務
・
事
務
員
補
助
・
給
食
調
理
員
・
給
食
配
膳
員
な
ど
複

数
の
職
種
で
使
わ
れ
て
い
る
八
九
一
円
と
い
う
金
額
で
あ

る
。
業
務
委
託
で
当
初
設
定
さ
れ
た
賃
金
水
準
（
時
間
給

八
二
九
円
）で
は
、条
例
制
定
の
実
質
的
な
効
果
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
条
例
改
正
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）
で
、
業

務
委
託
に
も
職
種
別
に
最
低
額
が
設
定
さ
れ
、「
市
労
務

職
（
用
務
員
）
一
八
歳
初
任
給
を
勘
案
」、「
市
の
臨
時
職

＜図表６＞　市長が定める賃金等の最低額（2017
　　　　　　年3月、工事又は製造の請負の契約）

＜図表７＞　市長が定める賃金等の最低額と算出根拠（2017年度、業務委託契約）
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う
に
感
じ
て
い
る
。
賃
金
算
出
根
拠
・
金
額
の
整
理
と
、

そ
れ
ら
の
妥
当
性
の
検
証
を
求
め
た
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
実
際
に
そ
の
金
額
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
の
把
握
作
業（

３
）は
困
難
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
前
段
階

で
あ
る
賃
金
デ
ー
タ
の
整
理
で
あ
れ
ば
、
自
治
体
関
係
者

は
実
施
可
能
な
は
ず
で
あ
り
、
自
治
研
活
動
に
ふ
さ
わ
し

い
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
考
え
る（

４
）。

　

⑶　

最
低
生
計
費
を
満
た
す
賃
金
の
上
に
公
契
約
賃
金

　
　

額
の
設
定
を

　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
解
消
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
は
、

生
計
費
と
の
乖
離
が
大
き
い
我
が
国
の
最
低
賃
金
（
地
域

別
最
賃
）
の
大
幅
な
底
上
げ
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。
公
契

約
条
例
で
設
け
ら
れ
る
職
種
別
の
賃
金
水
準
は
本
来
、
そ

こ
に
各
職
種
の
仕
事
内
容
や
技
能
の
分
が
「
上
乗
せ
」
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

野
田
市
公
契
約
条
例
に
よ
る
賃
金
最
低
額
、
と
り
わ
け

委
託
事
業
や
指
定
管
理
者
に
お
け
る
そ
れ
は
、
時
給
額
で

八
〇
〇
円
台
、
九
〇
〇
円
台
で
あ
り
、
十
分
な
水
準
と
は

い
え
ま
い
。
そ
も
そ
も
自
治
体
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
賃

金
や
職
員
の
初
任
給
を
賃
金
算
出
根
拠
に
使
う
こ
と
は
妥

当
だ
ろ
う
か
。
現
行
の
条
例
賃
金
の
根
拠
設
定
は
な
お
過

渡
期
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
第
一
に
、
公
契
約
運
動
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
予
定
価
格
の
積
算
に
お
け
る
賃
金
算
出
根
拠
の

問
題
性
や
我
が
国
の
最
賃
制
度
の
問
題
性
を
自
覚
し
、
最

低
生
計
費
や
職
種
別
賃
金
を
意
識
し
た
、
社
会
的
な
賃
金

運
動
に
取
り
組
む
契
機
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

＜図表８＞　市長が定める賃金等の最低額（2017年度、指定管理協定）　
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（
図
表
10
）
で
あ
る
。
当
初
一
〇
〇
円
近
く
離
れ
て
い
た

差
が
半
分
（
四
九
円
）
に
ま
で
縮
小
し
、
こ
の
勢
い
が
続

け
ば
、
逆
転
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
事
態
へ
の
対
応
を

検
討
す
る
た
め
に
同
審
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

野
田
市
公
契
約
条
例
の
賃
金
最
低
額
は
そ
も
そ
も
、
審

議
会
方
式
で
は
な
く
、
市
長
が
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
き

た
。
現
地
調
査
時
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
賃
金
の
算
出

根
拠
を
明
確
に
し
て
い
る
の
で
、
審
議
会
を
設
け
る
必
要
性

は
と
く
に
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
、と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
市
政
へ
の
住
民
参
加
、
住
民
自
治
の
促
進
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
公
契
約
条
例
の
準
備
段
階
や
制
定
後

の
運
用
に
際
し
て
は
、
関
係
者
、
と
り
わ
け
関
係
労
使
の

参
加
す
る
審
議
会
の
設
置
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
き
た
。

野
田
市
の
「
公
契
約
審
議
会
」
の
動
向
に
も
注
目
し
た
い
。

　

⑷　

賃
金
支
払
い
実
績
の
確
認
作
業
の
方
法
と
、
担
当

　
　

者
の
業
務
内
容

　

条
例
に
よ
る
賃
金
最
低
額
が
適
正
に
支
払
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
の
確
認
作
業
は
、
政
策
効
果
を
確
保
す
る
上
で

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
そ
れ
は
、

行
財
政
改
革
・
人
員
削
減
に
と
も
な
い
契
約
行
政
の
現
場

が
疲
弊
す
る
現
状
で
は
、
負
担
増
に
対
す
る
不
安
あ
る
い

は
反
発
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
札
幌
市
公
契

約
条
例
案
に
対
す
る
市
職
員
の
受
け
止
め
に
も
そ
う
し
た

面
が
あ
っ
た
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。野
田
市
の
視
察
で
は
、

そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
、
担
当
者
の
業
務
内
容
や
負
担
な

ど
を
尋
ね
た
。

　

ま
ず
先
に
述
べ
て
お
く
と
、
公
契
約
条
例
に
関
わ
る
業

　

第
二
に
、自
治
体
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
賃
金
単
価
（
野

田
市
の
そ
れ
は
図
表
９
）
が
指
定
管
理
を
含
む
各
種
の
委

託
事
業
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
自

治
体
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇
は
公
契
約
領
域
で
働
く

労
働
者
の
処
遇
に
も
具
体
的
、
直
接
的
に
連
動
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
務
労
働
を
担
う
全
て
の
人
々
を

視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
―
―
公
契
約
運
動
に
も
非
正
規

公
務
員
の
処
遇
改
善
運
動
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
野
田
市
で
は
、
二
〇
一
七
年

三
月
に
条
例
が
改
正
さ
れ
、「
公
契
約
審
議
会
」
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
主
な
理
由
の
一
つ
が
、
国

の
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
賃
）
の
底
上
げ
に
と
も
な
う
、

野
田
市
公
契
約
条
例
に
よ
る
賃
金
最
低
額
と
の
差
の
縮
小

＜図表９＞　野田市臨時職員の賃金一覧 （2017年度）

＜図表10＞　千葉県の最低賃金額及び野田市の公契約条例における賃金最低額の推移

出所:野田市提供資料より作成。
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務
は
、
条
例
制
定
に
際
し
て
増
員
し
た
契
約
係
職
員
一
人

が
基
本
的
に
担
当
し
て
い
る
。
総
務
省「
定
員
管
理
調
査
」

に
よ
れ
ば
野
田
市
の
正
職
員
数
は
一
〇
〇
〇
人
超
（
二
〇

一
六
年
四
月
一
日
時
点
で
一
〇
二
四
人
）
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
総
務
部
に
は
六
二
人
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
総
務
部

を
構
成
す
る
一
組
織
で
あ
る
管
財
課
の
職
員
数
は
一
一
人

で
、
そ
の
内
訳
は
、
管
理
職
二
人
、
契
約
係
四
人
、
管
財

係
五
人
で
あ
る
。
な
お
、
管
財
課
に
は
臨
時
・
職
員
は
配

置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
担
当
者
の
業
務
内
容
を
示
す
。
以
下
は
、
現
地

調
査
の
後
日
に
あ
ら
た
め
て
行
っ
た
質
問
へ
の
回
答
か

ら
、
項
目
だ
け
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
項
目
の
内

容
は
川
村
（
二
〇
一
七
ｃ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ａ　

条
例
拡
充
の
検
討

　

ｂ　

関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

ｃ　

受
注
者
へ
公
契
約
条
例
に
係
る
事
務
手
続
の
案
内

　

ｄ　

支
払
賃
金
の
履
行
確
認

ｅ　

労
働
者
へ
の
周
知
事
項
に
係
る
掲
示
物
の
現
場
確

認
及
び
チ
ラ
シ
の
配
布

　

ｆ　

事
業
者
向
け
説
明
会

　

ｇ　

公
約
審
議
会
の
運
営

　

担
当
者
に
と
っ
て
こ
の
う
ち
最
も
大
き
な
業
務
が
、
ｄ

「
支
払
賃
金
の
履
行
確
認
」、
す
な
わ
ち
、
適
正
な
賃
金
が

支
払
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
作
業
で
あ
る
。

　

野
田
市
で
は
、
事
業
受
託
者
か
ら
は
、
配
置
す
る
労
働

者
と
そ
の
労
働
者
に
支
払
う
予
定
の
一
時
間
当
た
り
の
賃

金
等
を
記
入
し
た
「
配
置
労
働
者
報
告
書
」（
図
表
11
）

を
ま
ず
は
提
出
さ
せ
た
上
で
、
実
際
の
支
払
い
状
況
に
つ

い
て
は
、
支
払
い
実
績
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
労
働
者
支
払

＜図表11＞　配置労働者報告書（工事又は製造の請負の契約）の一部

＜図表12＞　労働者支払賃金報告書（工事又は製造の請負の契約）の一部

出所：野田市ウェブサイトより。

出所：野田市ウェブサイトより。
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例
制
定
当
初
は
も
っ
と
煩
雑
で
あ
っ
た
の
を
改
善
が
図
ら

れ
て
き
た
。
政
策
の
実
効
性
を
高
め
る
必
要
性
と
、
限
ら

れ
た
職
員
で
可
能
な
事
務
作
業
・
負
担
と
い
う
間
で
、
柔

軟
な
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
印
象
を
も
っ
た
。

　

上
記
の
と
お
り
、
条
例
制
定
に
関
わ
る
増
員
は
一
人
だ

け
で
あ
る
。
条
例
の
対
象
件
数
も
対
象
労
働
者
数
も
拡
大

し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
で
職
員
数
の
追
加
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
事
業
を
開
始
し
た
最
初
の
年
こ
そ
手
間
も
負
担

も
大
き
か
っ
た
が
、
自
治
体
側
の
経
験
、
事
業
者
側
の
理

解
が
深
ま
る
こ
と
で
そ
れ
は
軽
減
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

条
例
の
適
用
対
象
を
さ
ら
に
広
げ
た
い
思
い
の
一
方
で
、

対
応
す
る
職
員
の
負
担
・
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
を
考
え
る

と
、
現
状
程
度
で
留
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

が
あ
り
、そ
の
こ
と
は
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、

総
じ
て
、
政
策
の
趣
旨
や
効
果
に
対
す
る
や
り
が
い
、
そ

し
て
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
自
負
が
調
査
で
は
感

じ
ら
れ
た
。

３
．
ま
と
め
に
代
え
て

　

野
田
市
公
契
約
条
例
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
紹
介
し

な
が
ら
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を
掲
げ
る
我
々
も
ま
た
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
の
整
理
が
必
要
で
は
な
い
か
と
問
題
提

起
し
て
き
た
。

　

野
田
市
自
身
が
認
識
し
て
い
る
と
お
り
、
条
例
に
課
題

は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
残
さ
れ
た
研
究

課
題
の
一
つ
が
、
全
国
の
自
治
体
同
様
に
野
田
市
も
、
国

か
ら
の
行
財
政
改
革
の
圧
力
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
現
状

が
あ
り
、
正
職
員
数
を
減
ら
し
て
い
る
（
図
表
13
）。
そ

の
こ
と
と
、
公
契
約
条
例
の
整
備
・
拡
充
を
図
っ
て
い
る

こ
と
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
公
契
約
運
動
は
こ

う
し
た
矛
盾
、
す
な
わ
ち
、
公
務
労
働
の
縮
小
・
営
利
化

の
圧
力
と
、
一
方
で
の
労
働
規
制
の
強
化
・
公
務
の
規
範

性
の
回
復
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
て
進
む
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
公
契
約
条
例
の
制
定
は
、
条
例
の
説

明
図
で
描
か
れ
る
「
好
循
環
」
状
況
を
自
動
的
に
も
た
ら

す
も
の
で
は
な
い
。
中
小
企
業
と
労
働
者
が
暮
ら
し
続
け

働
き
続
け
ら
れ
る
総
合
的
・
体
系
的
な
施
策
が
必
要
で
あ

る（
５
）。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
基
礎
的
な
情
報
・
デ
ー
タ
整
理

は
そ
の
端
緒
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
公
契
約

条
例
の
制
定
と
い
う
運
動
方
針
あ
る
い
は
政
治
公
約
に

「
魂
を
入
れ
る
」
重
要
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

二
〇
一
九
年
春
に
は
統
一
地
方
選
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
に
は
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
を
主
旨
と
す
る
改
定
地
公
法
・
地
自
法
が
施
行

さ
れ
る
。
非
正
規
化
の
進
め
ら
れ
る
公
務
労
働
の
問
題
性

を
可
視
化
し
、
そ
の
是
正
を
図
る
好
機
で
あ
る
が
、
果
た

し
て
そ
の
準
備
は
進
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。

【
注
】

（
１
）　

筆
者
は
二
〇
一
二
年
に
札
幌
市
が
議
会
に
公
契
約
条
例

案
を
提
案
し
て
か
ら
本
格
的
に
公
契
約
運
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
（
過
去
に
ま
と
め
た
拙
稿
を
参
照
）。
日
弁
連
貧

困
対
策
本
部
に
同
行
し
た
今
回
の
野
田
市
の
公
契
約
条
例

調
査
も
そ
の
一
環
で
、
調
査
は
二
〇
一
七
年
七
月
に
実
施

し
た
。
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
て
い
る
の
で
、
本
調
査
結

果
の
詳
細
は
川
村
（
二
〇
一
七
ｃ
）
を
参
照
。

賃
金
報
告
書
」（
図
表
12
）
と
、
そ
の
支
払
い
実
績
が
確

認
で
き
る
資
料
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

　
「
労
働
者
支
払
賃
金
報
告
書
」
は
、
基
本
的
に
、
事
業
中

間
期
と
完
了
時
の
年
に
二
回
で
提
出
を
依
頼
し
て
い
る
の

で
、
一
〇
月
と
、
事
業
の
終
了
す
る
三
月
の
翌
月
で
あ
る

四
月
に
確
認
作
業
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
対
応
・
提
出
書
類
に
つ
い
て
も
、
条

＜図表13＞　野田市の正職員数の推移
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究
会
（
非
売
品
）、
二
〇
一
六
年
六
月

・　

大
谷
強
、
澤
井
勝
編
（
二
〇
〇
八
）『
自
治
体
雇
用
・
就

労
施
策
の
新
展
開
』
公
人
社
、
二
〇
〇
八
年
六
月

・　

小
畑
精
武
（
二
〇
一
〇
）『
公
契
約
条
例
入
門
―
―
地
域

が
幸
せ
に
な
る
〈
新
し
い
公
共
〉
ル
ー
ル
』
旬
報
社
、
二
〇

一
〇
年
一
一
月

・　

小
畑
精
武
（
二
〇
一
七
）「
自
治
体
公
契
約
条
例
の
現
状

と
課
題
―
―
最
低
賃
金
を
焦
点
に
」（『
市
政
研
究
』
第
一
九

四
号
所
収
）
大
阪
市
政
調
査
会
、
二
〇
一
七
年
一
月

・　

川
村
雅
則
（
二
〇
一
七
ａ
）「
旭
川
市
に
お
け
る
公
契
約

条
例
の
制
定
と
今
後
の
課
題
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
五

七
六
号
）
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇

一
七
年
一
月

・　

川
村
雅
則
（
二
〇
一
七
ｂ
）「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
問

題
の
現
状
と
課
題
」（『
社
会
政
策
』
第
八
巻
第
三
号
所
収
）

社
会
政
策
学
会
、
二
〇
一
七
年
三
月

・　

川
村
雅
則
（
二
〇
一
七
ｃ
）「
公
契
約
条
例
に
関
す
る
調
査
・

研
究
（
Ⅰ
）」（『
北
海
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
六
五
巻
第
三

号
所
収
）
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
、
二
〇
一
七
年
一
二
月

・　

川
村
雅
則
・
古
川
景
一
・
中
川
明
雄
・
小
川
拓
也
（
二
〇

一
七
）「
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

公
契
約
条
例
を
社
会
に
広
げ

よ
う
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
第
五
八
二
号
所
収
）
公
益
社

団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
七
月

・　

上
林
陽
治
（
二
〇
一
五
）「
公
契
約
条
例
な
ら
び
に
公
契

約
基
本
条
例
を
め
ぐ
る
論
点
」（『
自
治
総
研
』
第
四
三
五
号

所
収
）
公
益
財
団
法
人
地
方
自
治
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
五

年
一
月

・　

上
林
陽
治
（
二
〇
一
七
）「
市
民
の
人
権
を
守
る
地
方
自

治
体
の
労
働
政
策
―
―
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
の
取
り
組
み
」（『
北

海
道
自
治
研
究
』
第
五
八
四
号
所
収
）
公
益
社
団
法
人
北
海

道
地
方
自
治
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
九
月
号

・　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
二
〇
一
五
）『
二
〇
一
六

－

一
七
年
度 

自
治
労
地
域
・
自
治
体
政
策
集
』
二
〇
一
五

年
八
月

・　

白
石
孝
編
著
（
二
〇
一
八
）『
ソ
ウ
ル
の
市
民
民
主
主
義

―
―
日
本
の
政
治
を
変
え
る
た
め
に
』
コ
モ
ン
ズ
社
、
二
〇

一
八
年
四
月

・　

永
山
利
和
（
二
〇
一
七
）「
公
契
約
条
例
の
今
日
的
意
義

と
経
済
波
及
構
築
の
行
政
課
題
」（『
行
財
政
研
究
』
第
九
八

号
所
収
）
行
財
政
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
一
月

・　

永
山
利
和
・
自
治
体
問
題
研
究
所
編
（
二
〇
〇
六
）『
公

契
約
条
例
（
法
）
が
ひ
ら
く
公
共
事
業
と
し
ご
と
の
可
能
性
』

自
治
体
研
究
社
、
二
〇
〇
六
年
八
月

・　

原
冨
悟
（
二
〇
一
三
）『
公
契
約
条
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
―

―
賃
金
破
壊
と
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
に
ス
ト
ッ
プ
』
新
日
本
出

版
社
、
二
〇
一
三
年
四
月

・　

松
井
祐
次
郎
・
濱
野
恵
（
二
〇
一
二
）「
公
契
約
法
と
公
契

約
条
例
―
―
日
本
と
諸
外
国
に
お
け
る
公
契
約
事
業
従
事
者

の
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保
」（『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第

六
二
巻
第
二
号
所
収
）
国
立
国
会
図
書
館
、
二
〇
一
二
年
二
月

＜

か
わ
む
ら　

ま
さ
の
り
・
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
教
授＞

（
２
）　

図
表
８
の
注
釈
３
に
も
示
し
た
と
お
り
、適
用
単
価
は
、

当
該
施
設
に
二
〇
一
七
年
度
現
在
適
用
さ
れ
て
い
る
市
が

定
め
る
賃
金
等
の
最
低
額
で
あ
る
。
当
該
最
低
額
は
、
指

定
期
間
初
年
度
の
単
価
を
指
定
期
間
中
継
続
し
て
適
用
さ

せ
て
い
る
た
め
、
同
じ
職
種
（
つ
ま
り
同
じ
算
出
根
拠
）

で
も
、
施
設
に
よ
っ
て
適
用
単
価
が
異
な
る
場
合
が
あ
る

こ
と
な
ど
に
留
意
さ
れ
た
い
。

（
３
）　

公
共
工
事
現
場
で
み
ら
れ
る
、
設
計
労
務
単
価
と
実
際

の
支
給
賃
金
額
と
の
乖
離
に
つ
い
て
は
、
旭
川
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
研
究
会
（
二
〇
一
六
）
な
ど
を
参
照
。

（
４
）　

筆
者
も
今
、
主
要
自
治
体
に
お
け
る
そ
れ
を
調
べ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
建
設
政
策
研
究
所
の
機
関
誌
『
建
設
政
策
』
で

連
載
を
続
け
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
賃
金

算
出
根
拠
・
賃
金
額
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
入
札
・
契
約
業

務
（
事
務
）
に
支
障
が
出
る
と
、
あ
る
自
治
体
で
は
言
わ

れ
た
が
、
む
し
ろ
賃
金
算
出
根
拠
・
金
額
を
明
ら
か
に
し

て
、
賃
金
・
労
働
条
件
を
受
注
競
争
の
手
段
に
し
な
い
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
そ
れ
が
労
働

組
合
の
発
想
で
は
な
い
か
。

（
５
）　

人
権
を
軸
に
進
め
ら
れ
る
ソ
ウ
ル
市
の
労
働
政
策
が
参

考
に
な
る
。
加
筆
修
正
の
上
、
白
石
（
二
〇
一
八
）
に
も

収
め
ら
れ
た
上
林
（
二
〇
一
七
）
で
は
、
ソ
ウ
ル
市
の
果

た
し
た
役
割
を
、
事
業
主
と
し
て
の
ソ
ウ
ル
市
、
地
域
最

大
の
経
済
主
体
と
し
て
の
ソ
ウ
ル
市
、
労
働
政
策
主
体
と

し
て
の
ソ
ウ
ル
市
と
い
う
三
面
か
ら
整
理
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
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献
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